
５
月
29
日
、
で
て
こ
い
ラ
ン
ド
広
場
で
第
16
回

で
て
こ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
ホ
タ
テ
焼
き

な
ど
を
売
る
屋
台
の
ほ
か
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
会
も
行
わ
れ
「
松
田
聖
子
ラ
ブ
リ

ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
赤
い
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
、
あ
な

た
に
逢
い
た
く
て
等
）
や
い
き
も
の
が
か
り
の

「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
美
し
い
音
色
で
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
じ
さ
い
会
に
よ
る
大
正
琴
、
山
鳴

太
鼓
の
演
奏

で
会
場
は
大

い
に
盛
り
上

が
り
、
津
別

産
の
農
産
物

が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選

会
や
も
ち
ま

き
で
は
、
会

場
い
っ
ぱ
い

に
笑
顔
が
溢

れ
ま
し
た
。

戦没者を慰霊し、平和への願いを込めた「殉

公者追悼式」が６月15日、幸町平和の碑広場で

執り行われました。

式典には、遺族や関係者80人が参列し、黙と

うと国歌斉唱の後、式典委員長である佐藤多一

町長より「大戦から学んだ尊い教訓を生かし、

世界の平和のために日本が積極的に役割を果た

すことを大儀に準じた皆様に報いることと存じ

ます」と式辞を述べました。続いて北海道知事

（代読）、鹿中順一町議会議長の慰霊の辞が述べ

られた後、参加者によって175柱の殉公者に献

花が行われ、平和の尊さを思い静かに祈りを捧

げました。

第
16
回
で
て
こ
い
ま
つ
り

会
場
は
屋
台
や
演
奏
会
で
に
ぎ
わ
う

殉
公
者
追
悼
式
に
80
人
が
参
列

恒
久
の
平
和
へ
願
い
を
込
め
る

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る

土
田
さ
ん
が
保
健
室
備
品
を
寄
贈

６
月
３
日
、
丸
玉
産
業
(株)
（
大
越
敏
弘
代

表
取
締
役
）
が
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
、
伝
達

式
が
丸
玉
産
業
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
多
額
の
私

財
を
寄
付
し
た
功
績
の
あ
る
者
に
天
皇
と
総

理
大
臣
か
ら
授
与
さ
れ
る
褒
章
で
、
丸
玉
産

業
(株)
は
平
成
20
年
度
か
ら
町
に
対
し
、
１
千

万
円
の
寄
付
を
続
け
て
い
た
た
め
、
今
回
の

受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

褒
章
に
対
し
、
大
越
代
表
取
締
役
は
「
名

誉
あ
る
褒
章
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、
佐
藤
町
長
は

「
町
と
し
て
も
誇
り
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
地
域
の
発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た

昨
年
、
学
校
保
健
功
労
で
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
し
た
土
田
一
晴
さ
ん
が
６
月

14
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、
受
賞
の
お
礼

と
し
て
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
や
加
湿
空
気

清
浄
機
な
ど
の
保
健
室
備
品
（
80
万
円

相
当
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
備
品
は
、
津
別
小
学
校
、

津
別
中
学
校
、
本
岐
小
学
校
、
活
汲
小

中
学
校
の
保
健
室
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

土
田
さ
ん
は
「
町
内
の
子
ど
も
た
ち

の
健
康
に
役
立
ち
、
健
や
か
に
育
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
、

佐
藤
町
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を

守
る
貴
重
な
も
の
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

６
月
18
日
、
幸
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
花
壇
で
、

第
６
回
「
花
壇
に
絵
を
描
こ
う
！
」
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
（
津
別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
主
催
）

の
表
彰
式
と
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
10
点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優

秀
賞
に
迫
田
知
夏
さ
ん
（
津
別
小
学
校
５
年
）、
優

秀
賞
に
中
野
朱
梨
さ
ん
（
津
別
小
学
校
１
年
）、
迫

田
竣
乃
介
く
ん
（
津
別
小
学
校
１
年
）
が
受
賞
し

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
も
と

に
花
の
苗
植
え
が
、
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
関
係

者
、
応
募
者
と

保
護
者
の
方
の

参
加
で
行
わ

れ
、
ベ
コ
ニ
ア

や
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
テ
ラ
ン

セ
ラ
な
ど
８
種

類
、
約
９
５
０

本
の
花
の
移
植

が
さ
れ
、
美
し

く
き
れ
い
な
花

壇
が
出
来
ま
し

た
。

５
月
14
日
に
津
別
町
で
開
催
さ
れ
た

第
27
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
選
手
権
大
会
の
個
人
男
子
中
学
生
の

部
で
笹
本
陸
く
ん
が
優
勝
、
小
学
高
学

年
の
部
で
石
井
柊
く
ん
が
優
勝
、
さ
ら

に
小
中
学
生
団
体
（
笹
本
・
石
井
・
遠

藤
）
で
優
勝
を
収
め
、
個
人
・
団
体
の

全
国
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
６
月
２
日
に
町
長
室
を
訪
れ
、

優
勝
の
報
告
と
７
月
28
日
か
ら
31
日
ま

で
山
形
県
上
山
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
「
自
分
が

で
き
る
最
高
の
技
を
成
功
さ
せ
て
決
勝

ま
で
残
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
は
「
技
に
磨
き
を
か

け
て
全
国
で
も
頑
張
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

積
み
上
げ
て
き
た
努
力
の
成
果

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
少
年
団
全
国
出
場

町の森づくりに貢献

丸玉産業(株)が紺綬褒章を受章

避
難
場
所
の
周
知
を
図
る

津
別
建
設
が
避
難
所
標
識
を
寄
贈

役
場
前
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
が
回
る

津
別
児
童
ク
ラ
ブ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

６
月
７
日
、
津
別
町
児
童
ク
ラ
ブ

（
百
瀬
孝
幸
館
長
）
の
児
童
が
役
場
前

を
訪
れ
、
自
分
ら
で
製
作
し
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
風
車
20
本
を
佐
藤
多
一
町
長
へ

贈
り
ま
し
た
。

今
回
の
贈
呈
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
児

童
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
佐
藤
町
長
が

出
席
し
た
際
、
勢
い
よ
く
回
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
風
車
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
に

「
是
非
役
場
に
も
飾
り
た
い
」
と
お
願

い
し
て
い
た
も
の
で
、
小
学
１
年
生
、

２
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
し
、
個

性
溢
れ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
が
役
場

前
庭
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
多
一
町
長
は
「
役
場
を
訪
れ
る

方
が
、
風
車
を
見
て
癒
さ
れ
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

５
月
23
日
、
津
別
建
設
(株)
（
蓮
井
和

一
代
表
取
締
役
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、

災
害
発
生
時
の
適
切
な
避
難
場
所
を
標

示
す
る
標
識
５
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

寄
贈
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
昨
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
お
り
、
５
年

計
画
で
合
計
25
基
の
寄
贈
を
行
う
予

定
。
今
年
も
津
別
高
校
、
津
別
小
学
校
、

津
別
保
育
所
、
西
町
寿
の
家
、
高
栄
団

地
集
会
所
に
設
置
さ
れ
、
避
難
場
所
の

周
知
を
図
り
ま
す
。

寄
贈
を
受
け
た
佐
藤
町
長
は
「
万
が

一
地
震
等
の
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は

有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

賞状の伝達を受ける大越代表取締役
参加者による175柱の殉公者への献花


